
2019/7/11  

 

©TEIKOKU DATABANK, LTD. 
 

東京都港区南青山 2-5-20 

TEL:03-5775-1092（データソリューション企画部） 

URL:http://www.tdb.co.jp 

データサイエンス分野の発展に向け、帝国データバンクと滋賀大学が 

共同研究センターを設立 

 
株式会社帝国データバンク（本社：東京都港区、代表取締役社長 後藤信夫、以下 TDB）

と国立大学法人滋賀大学（本社：滋賀県彦根市、学長 位田隆一、以下滋賀大学）は、2019
年 7 月 11 日に共同研究センター（Data Engineering and Machine Learning センター、以

下 DEML センター）を設立したことを発表いたします。 
 

DEML センターは、膨大な企業データの研磨技術を有する TDB と機械学習技術を有す

る滋賀大学が共同して企業が持つデータマネジメントの課題に取り組みます。また、そのた

めに必要な人材育成、実際の企業データを用いた研究を行います。 
 
企業活動において機械学習を使用する場合、学習機が学習しやすいように膨大なデータ

を分析し、構造的な整理（研磨）や加工を行う必要があります。こうした「データの研磨や

加工」といった工程は教育現場ではあまり学ばれてこず、自主学習にゆだねられているケー

スが多く、データ解析の精度を高めるための教育研究の充実が急務となっています。 
この現状に際し、DEML センターでは、滋賀大学で開講しているデータ研磨の集中講義

を受講し一定のレベルのノウハウを習得した学生を研究支援者として採用し、実際の企業

データを用いたデータ研磨実務、機械学習を行うことで、高度なデータエンジニア育成なら

びにより実践的な共同研究を行います。当初は、能勢鋼材株式会社（本社：大阪市）が持つ

営業と物流のデータを研磨し、企業ビッグデータとともに機械学習することで、生産・素材

管理・配送活動の最適化を目指した研究をスタートさせ、今後は共同研究を別途募集する予

定です。 
すでに、2017 年には包括連携協定を締結しており、本センターはこの取り組みをさらに

発展させるものです。 
 
滋賀大学は、日本初のデータサイエンス学部を 2017 年 4 月に開設し、データサイエンス

初学者への教育現場とそれを教育できる人材を背景とした、データサイエンティストの育

成を目指したカリキュラムを提供しております。TDB には官民様々なデータを研磨してき

た実績によるノウハウがあります。両者の強みを生かすことで、従来では体系化されていな

いデータエンジニア力の育成、データの研磨実務、研究による機械学習の実施などによって、

データ解析を活用した社会の発展へ貢献していきます。 
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【会社概要】 
 
■株式会社帝国データバンク 
 
    創業：1900 年 3 月 3 日 URL： http://www.tdb.co.jp 
    所在地：107-8680 東京都港区南青山 2-5-20 
    売上高：514 億円（2018 年 9 月期） 
    事業内容：企業信用調査をベースとした与信管理支援・マーケティング支援 
 
 
■国立大学法人滋賀大学 
 
    設置：1949 年 5 月 31 日 URL：http://www.shiga-u.ac.jp/ 
    所在地：522-8522 滋賀県彦根市馬場 1 丁目 1-1 
    設置学部：教育学部、経済学部、データサイエンス学部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お問い合わせ先】  

株式会社帝国データバンク  
担当：データソリューション企画部 総合研究所 北村・大里 
TEL:03-5775-1092（部門代表）FAX:03-5775-3168（部門代表） 
  

滋賀大学  
担当：経済学部・データサイエンス学部共通事務部 DS 連携事業推進係 岡島 
TEL:0749-27-1045 FAX:0749-27-1132 


